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前言
月刊雑誌『炎黄春秋』は 1991 年に中国炎黄文化研究会の下で創刊され、編集部は北京に置かれ

た。同誌は「歴史を主とする総合写実月刊誌である。古今内外、重点は当代の革命と建設の重大事
件と重要人物の是非功罪に対し、詳細な資料に依拠し、はばかることない筆致で、飾ることなく、
悪意をもたず、事実を求め真実を追究し、歴史を鑑とし、歴史によって治政に資するところにあ
る。」（炎黄春秋网 http://www.yhcqw.com）とあるように、主に「当代」中国の歴史を当事者の回
顧などによって検証することを中心にすると同時に、「治政」の現状に対し改革の必要性を訴えて
きた。
中華人民共和国成立前夜に生まれ、プロレタリア文化大革命期に学生時代を過ごし、卒業後、中
国の放送をモニターする仕事に就き、放送を通じて周恩来の死、第一次天安門事件、鄧小平解任、
毛沢東の死、華国鋒の登場、「四人組」追放、鄧小平復活、11 期 3 中全会などに直接触れてきた評
者にとって、同誌はその背景を知る上で貴重な資料を提供してくれている。また、これと同時に、
同誌に掲載された文章を通じて中国の改革開放の現状に対する「改革派」の観点を知ることもでき
る。
一例を挙げれば、2012 年 12 月号（249 期）のトップに ｢法律に基づいて国を治め、憲法に基づ

いて政治を執り行う｣（「 」）と題した記事を掲載した。この記事は 2012 年 11
月 16 日に同誌と北京大学憲法・行政法研究センターが合同で開催した ｢改革コンセンサスフォー
ラム｣（「 」）の概要を紹介したものであり、そこには「公民」、「憲法」、｢法律｣、「憲
政」というキーワードの下、憲法・法律に基づいて国を治めるべきことが語られている。習近平体
制の揺籃期にこうした「フォーラム」を主催し、その記事を掲載した意味は明らかに新しく始まる
習近平の「治政」に対する提言なのである。

1．『炎黄春秋』と『烏有之郷』
「 」に「『炎黄春秋』と『烏 郷』（『 』）の立場はなぜにその性質がちょうど
相反するのでしょうか？」という質問が出され、それに対して採用された「答え」には「この問題
はとても複雑である・・・」として次の四点が挙げられている。
①　党内においては頭脳明晰の者が少なからぬいて、文革のような極左が支持を得ることはない
が、ｂｏはそうした傾向があった。・・・
②　自由と自由の主体が違い、全人民の自由かそれとも高官の自由かであり、これは天地の差が
あり、あるいは彼らが支持している自由化は豊かな者の自由かもしれない。
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③　とりわけ辺境地区の民衆の心の中で、ｍａｏは多かれ少なかれすでに神格化さている。同時
に、現在こうした自由は彼らに大きな圧力となっており、幸福指数は向上せず、ｃｈａｏｘｉａｎ
に及ばず、ｍａｏの時代に及ばず、少ないことは問題ではないが、均等ではないことを問題にす
る。ｂｏも民衆のこうした心理を利用した。
④　ｍａｏを批判し、改革開放以前を否定する、すなわち、党の執政の合法性に疑問を呈し、そ
れを否定する、これはあってはならないことである。なぜならば我々は終始、道に自信を持ち、制
度に自信を持ち、政治に自信を持たなければならず、あれこれ問題にするべきでなく、党について
前に進めばよいことである！
そして、「この四点をまとめればあなたの問題を解釈できるであろう」として締めくくってい
る。http://zhidao.baidu.com/question/558620854.html
「ｂｏ」（薄煕来）を例にして、「ｍａｏ」（毛沢東）と毛沢東革命思想を宣伝する『烏 郷』

（web サイトwww.wyzxsd.com/ で「 」と「 」を運営）の立場を説明す
ることで、『炎黄春秋』（月刊誌とweb サイトwww.yhcqw.com/ で運営）の「性質」を語ってい
るこの「答え」は薄熙来事件の背景から説明するという若干偏向傾向はあるものの、中国共産党・
政府の路線・政策を軸にしてみると『炎黄春秋』と『烏 郷』がその主張から両極に位置してい
ることをうまく説明しているとも言えよう。
そして、その両者の観点の対立関係を如実に示したのが『烏 郷』が挙げた『炎黄春秋』の

「12 の大罪状」である。
①　中共革命の歴史に泥を塗る
②　デマで抗米援朝に泥を塗る
③　毛沢東をデマで貶め、泥を塗る
④　趙紫陽、胡耀邦を鼓吹し、鄧小平を清算する
⑤　西側の憲政民主、資本主義および普遍的価値を鼓吹する
⑥　帝国主義に場を与える
⑦　我が国の憲法に反対し、マルクス主義に反対する
⑧　歴史決議に反対する
⑨　国際共産主義運動を否定し、レーニンとスターリンを否定する
⑩　ゴルバチョフとイエリツィンを鼓吹する
⑪　個人主義を鼓吹し、集団主義に泥を塗る
⑫　民族英雄に泥を塗る
上記の「12 の大罪状」を示した一文（ 「 」）はそれぞれ『炎黄春

秋』に掲載された文章を挙げて「大罪状」を「立証」している。
http://www.wyzxwk.com/ Ａ rticle/shidai/2014/12/333560.html
すなわち、両者の関係は中国共産党・政府の歴史認識と当面の政策に対して、「改革開放」の徹

底を呼びかける『炎黄春秋』と毛沢東思想とあの時代への回帰を求める『烏有之郷』という構図に
なる。
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2．『炎黄春秋』をめぐる最近の騒動
（1）楊継縄の辞職
その『炎黄春秋』は本稿執筆直近の 2015 年 6 月末に同誌編集長である楊継縄が辞職することに

なった。楊が公表した 6月 30 日付の「炎黄春秋社委会と読者全体に寄せるお別れの書簡」（「
」「 」）によると辞職の要因を「75 歳という年齢、新華社の

幹部が辞職を求めた、新しい編集部が軌道に乗った」ことを挙げている。「新華社・・・」は楊が
新華社の高級記者であったことで、退職後も出身母体から「庇護」されるとともにその「規律」に
よって縛られる。具体的には「規律」に背き、処分を受けると、最悪の場合、新華社に在籍してい
たことで得た一切の「権利」を失うことになるのである。
楊は「（『炎黄春秋』）は強大な民意の支持があるため、私は『炎黄春秋』の前途を楽観視してい

る。」と述べつつも、「別の情況の出現も完全には排除できない」として次のように述べている。
「新聞出版ラジオテレビ総局が『炎黄春秋』雑誌社に『警示通知書』（「規則に違反した新聞刊行物
に対し警示通知書を使用する上での関係問題に関する通知」後掲参考資料 1参照）を下達したのが
4月 10 日、新華社の三人の局級幹部が私を訪ねてきて、私に『炎黄春秋』から出るよう求めたの
も 4月 10 日、いくつかの極左新聞雑誌とウエブサイトが姚文元式の文風で『炎黄春秋』に集中攻
撃を始めたのもこの時期であった。これは偶然ではない。時局は変幻不測であり、将来のある日、
反対勢力の圧力の下で、『炎黄春秋』は玉砕を余儀なくされるかもしれない。」、「その 24 年の歴史
はすでに人々に深い記憶を刻んでおり、中国の新聞雑誌史に輝かしい一ページを残すであろう。私
は確信している。社会の進歩に対する中華民族の追求は扼殺することはできない。一つの雑誌が停
刊を余儀なくされても、より多くの同じ類の雑誌が生まれる。」と。
楊はこれと同時に「国家新聞出版ラジオテレビ総局への最後の陳述」（「

」）も公表した。それによると同総局が下達した「警示通知書」は、「『炎黄春秋』は主
管主宰単位変更後、2015 年前 4 期に合計 86 編の文章を掲載したが、そのうち 37 編は重大なテー
マ選択に関係するものであり、いずれも総局に報告届出をしなかった。」として、「雑誌社に真剣に
整頓改革を行い、2015 年第 5 期の雑誌のテーマ選択の内容について厳格に審査承認するよう督促
する」よう主管主宰単位に要求した、とある。これに対し、楊はその「陳述」の中で、37 編には
胡徳平の書いた「胡耀邦同志党の二つの矛盾を論じる―当面の反腐敗に対する認識を語る」（「

」）のようにすでに 2014 年 10 月 31 日に「新京報」
に掲載された文章もあるなど「規律違反」との指摘の不当性を訴えるとともに、それが依拠した当
時の新聞出版署が 1997 年に制定した「図書、定期刊行物、ＡＶ製品、電子出版物重大テーマ選択
届出弁法」（《 、期刊、音像制品、 子出版物重大 　 案 法》）（後掲参考資料 2参照）の
規定に合致させようとすれば、「雑誌はやっていくことができない」と指摘している。楊も指摘し
た新聞出版署に届出しなければならないテーマは同「弁法」の第三条に規定されている以下の 15
項目である。
①　党と国家の重要文書、文献に関するテーマ選択
②　党と国家のこれまでと現在の主要指導者の著作、文集およびその生活と活動状況に関する
テーマ選択
③　党と国家の秘密に係わるテーマ選択
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④　政府機関設定と党政指導幹部の情況を集中して紹介するテーマ選択
⑤　民族問題と宗教問題に係わるテーマ選択
⑥　我が国の国防建設およびわが軍の各歴史時期における戦役、戦闘、活動、生活および重要人
物のテーマ選択
⑦　「文化大革命」に係わるテーマ選択
⑧　中共党史上の重大な歴史事件と重要な歴史人物に係わるテーマ選択
⑨　国民党上層部の人物とその他の上層部の統一戦線対象者に係わるテーマ選択
⑩　ソ連、東欧およびその他の兄弟党と国家の重大事件と主要指導者に係わるテーマ選択
⑪　中国国境境界に係わる各種地図についてのテーマ選択
⑫　香港特別行政区とマカオ、台湾地区に係わる図書についてのテーマ選択
⑬　大規模な古籍の白話現代語訳についてのテーマ選択
⑭　動画読物導入についてのテーマ選択
⑮　単位の名称、連絡先などを内容とする各種「名簿」についてのテーマ選択

さらに、楊は『炎黄春秋』が行ってきたこうした「報告届出」について、2010 年から 2014 年ま
での情況を明らかにしている。それによると、「報告届出」した原稿の中で「使用不可と回答無し」
がそれぞれ 2010 年は 62％、2011 年は 67％、2012 年は 80％、2013 年は 86％、2014 年は 90％を占
めてきたと指摘している。これからも明らかなように、習近平体制になってから『炎黄春秋』の
「出版の自由」はそれまで以上に縮小しつつあることが分かる。

（2）『炎黄春秋』の「主管主宰単位」の変更
これより先、2014 年 9 月 10 日には『炎黄春秋』の［主管主宰単位］の変更が行われていた。こ

れまで『炎黄春秋』雑誌社は「中華炎黄文化研究会主管」であったのが、｢中国芸術研究院主管｣
となったのである。1993 年 6 月に新聞出版署によって下達された ｢出版単位の主宰単位と主管単
位の職責に関する暫定規定｣（「 」後掲参考資料
3参照）によると、第二条において、｢出版単位を開設するには明確な主宰単位と主管単位が無け
ればならない｣ と規定されており、第四条は「主宰単位とは出版単位の上級指導部門を指す。主宰
単位の行う出版部門は主宰単位の業務範囲と一致させるべきである。・・・」、第五条には「主管単
位とは出版単位創設時の申請者を指すとともに、当該出版単位の主宰単位の上級主管部門であ
る。・・・」、第六条「主管単位、主宰単位と出版単位の間は指導と被指導の関係でなければなら
ず、・・・出版単位は主管単位と主宰単位の指導と管理の下で各種業務活動を行うことに責任を負
い、出版物の編集、出版、印刷、発行活動の正常な進行を保証する。」とあり、第八条は「主宰単
位」の ｢出版単位に対する「職責」、第九条は「主管単位」の「主宰単位」と「出版単位」に対す
る「職責」が明記されている。そのいずれにも冒頭の「（一）」に「中国共産党の基本路線、方針、
政策と国家の法律、法規、政策」を遵守しているかを「監督」すべきことが明記されている。そし
て、第九条にはその「（二）」に「出版単位の重大な宣伝、報道あるいはテーマ選択計画を審査承
認、重要な影響のある原稿の出版あるいは発表を承認する。・・・」とある。
これから分かるように「中華炎黄文化研究会主管」から文化部所管 ｢中国芸術研究院主管｣ への
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変更は『炎黄春秋』の母体である「中華炎黄文化研究会」との出版単位と主管単位近接型から、出
版単位と主管単位の離れた「被指導」と「指導」の関係に変わったのであり、『炎黄春秋』の「自
主権」が大幅に縮小されたことを示している。
この間の事情について、楊は「2014 年 9 月 10 日、当時中央宣伝部常務副部長であった 樹剛が
四部委連絡会を主宰し、『炎黄春秋』雑誌社の全く知らない情況の下で、『炎黄春秋』の主管主宰単
位変更を決定した。その後、関係部門は『炎黄春秋』に背き、一週間で変更手続きを終えた。こう
した粗暴な行為に対し、『炎黄春秋』雑誌社は頑強に抵抗した。その後、新しい主管主宰単位の文
化部芸術院と『炎黄春秋』雑誌社は数か月にわたる、繰り返しての話し合いを経て、最終的にいく
つかの取り決めに合意した。この取り決めの主な内容は、『炎黄春秋』は現行の憲法を遵守し、『八
つの触れない』を固守する前提の下で、主管主宰部門は編集、人事、財務などの面で、『炎黄春秋』
に十分な自主権を与えるというものであった。」としている。ここでの『八つの触れない』とは前
述の届け出の必要な 15 項目を杜導正社長によって『炎黄春秋』が実行可能な 8項目に融通させた
内容を指すもので、楊によれば ｢6・4、三権分立、軍隊の国家化、法輪功、現在の国家指導者とそ
の家族、民族問題、外交問題など｣ であるとして、「多年にわたり、新聞出版署と主宰単位は『八
つの触れない』を認知してきたので、『炎黄春秋』は運営することができた。理解しがたいのは 4
月 12 日、二人の司長が『警示通知書』を下達する際、『八つの触れない』は認めないと表明し、
15 項目を堅持しなければならないと強調したことであり、これが雑誌を苦境に陥れた。もし、15
項目に合わせて報告届出をするとしたら、『炎黄春秋』のみならず、おそらくすべての歴史雑誌は
運営できなくなるであろう。」と指摘している。
楊がこうした「書簡」、「陳述」を公表すること自体、当局の『炎黄春秋』への圧力に対する同氏

の最大の抗議なのである。

（3）呉思の辞職
この楊の辞職の前、前任の編集長であった呉思も 2014 年 11 月に『炎黄春秋』を去っている。呉
の杜社長と社委会へあてた ｢辞職に関する説明｣ は「2014 年 10 月 29 日、雑誌社の最高決定機関
の社委会の話し合いを経ずして、杜さんは、少数が多数に従うなどの『社委会議事三原則』を暫時
停止し、老人小組を雑誌社の最高決定機関とすると宣言した。11 月 5 日、社委会は議論すること
もなく、法定代表人としての私も事情を知らない情況の下で、杜さんは二回目の人事調整を発表
し、これまでになかった形で四人の社長と二人の編集長を配置した。その後、新任の編集長が宋江
が晁 を棚上げしたことに触れ、私の信任問題を議論する提案をし、新任の常務社長もこれに従っ
た。ここに至り、私はもともとの職責を引き続き履行していくのが難しいと感じ、杜さんに適当な
人物を他に探してくれるように求めた。・・・17 年にわたって私は雑誌社で杜さんと同僚たちの温
かい支援と大きな支持を得てきたことを、心に銘記しており、深い感謝の意を表明する。雑誌を離
れることは、杜さんが『亜洲週刊』に語っているように、私は学者タイプであり、官界のもめごと
に適しない。雑誌社はますます様々なもめごとの中に巻き込まれており、私は心身ともに疲れ、そ
の任に当たれない。」と語っている。
http://2newcenturynet.blogspot.jp/2014/11/blog-post_15.html
こうした一連の騒動は『炎黄春秋』の「主管主宰単位」変更に伴うことから派生したもので、杜
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導正は「主管主宰単位」の変更による当局の締め付けに対し、習近平らの「紅二代」（革命家の第
二世代）に対して、同じ「紅二代」で急場を乗り切ろうとした。呉思のいう「四人の社長と二人の
編集長」とは、具体的には、胡耀邦の息子胡徳平を第一社長に、陸定一の息子陸徳を第二社長に、
徐慶全を常務社長に迎え、楊継縄と呉思を編集長、これに加えて杜導正は名誉社長に就くというも
のであった。http://www.backchina.com/blog/348385/artcle-215625.html
呉からすればこれは手続き上の理由から受け入れられるものではなかった。とはいえ、人事問題
について、呉自身はこれに反対したのではなく、これより先、胡徳平を挙げていたと語っている。

後言
『炎黄春秋』は「主管主宰単位」の変更を契機に 2014 年から 2015 年にかけてこれまで以上の激
動を経験した。呉思と楊継縄という左右の両輪が去り、「紅二代」の胡徳平と陸徳も同誌の要職に
就くことなく、現在（2015 年 12 月）は 1923 年生まれの社長杜導正が編集長も兼ねるようになっ
ている。なにやら、胡耀邦と趙紫陽を自ら下野させた鄧小平を彷彿させる。ここには「老人政治」
の「伝統」が反映されているとも言えるかもしれない。
また、杜は自分の娘杜明明を「秘書長」（事務長）に就けるなどしていることで、批判も受けて

はいる。批判の当否は別にして、少なくとも楊は「書簡」のなかで「炎黄春秋は終始理想をもち、
それを追求する多くの知識人を凝集させている。彼らは理想のために奮闘しており、個人の利益を
追求するものは少ない。国の内外における影響の大きさ、新聞刊行物トップ 50 に入る雑誌に、独
立した広告部が無いということこそ、利益を追求していないという一つの証拠である。炎黄春秋雑
誌社のある者は株をこのくらい持っている、ある者は大株主などという者がいるが、こうしたデマ
に対しては、一笑に付すだけである。」としている。
こうした『炎黄春秋』をめぐる一連の騒動は習近平体制になって顕在化したものであり、その包
囲網は確実に狭まっている。
中国の歴史は従来から権力を握る者が解釈してきたし、中華人民共和国においては、その解釈権
を持つ中国共産党の解釈以外は認められず、異なる解釈を行おうとすると「歴史修正主義」（「

」）として批判される。今後における同誌の存否は同誌を創刊し支えてきた改革開放初期
の高級幹部の現政権内人脈ネットワークにかかっているとはいえ、初代新聞出版署長であった 90
歳を超える杜導正が社長と編集長を兼務していることは正常とは言えない。1957 年生まれの呉思
に代わる若い人材が後継として早期に輩出されないとすれば『炎黄春秋』の将来は予測不能になる
であろう。
もとより、歴史の事実、真実に対する多面、多角的視座による解釈があってはじめて歴史を直視
することが可能となる。その意味で、われわれにとって、『炎黄春秋』は主流メディアと異なる視
座から歴史を語っている貴重な刊行物である。カーは『歴史とは何か』（岩波新書）の中で「歴史
とは解釈のことです。」（p．29）と語っているが、評者はこれからも『烏 郷』のweb サイトに
掲載された論文とこの『炎黄春秋』を併読することを通じて、中国の ｢事実｣、「真実」に近づき、
中国の「当代」の歴史を「解釈」したいと考えている。そのため、その一翼が失われるような事態
が発生することを望まない。
最後に付言したいのは、習近平の父親習仲勲が生前 2001 年 2 月 25 日に「 ！」
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（「 はうまく作られている！」）という題辞を贈っている、ことである。

参考資料

1．新聞出版署「規則に違反した新聞刊行物に対し警示通知書を使用する上での関係問題に関す
る通知」
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2．新聞出版署　「図書、定期刊行物、ＡＶ製品、電子出版物重大テーマ選択届出弁法」
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3．新聞出版署　｢出版単位の主宰単位と主管単位の職責に関する暫定規定｣

［ ］



275『炎黄春秋』月刊



276 Journalism & Media  No.9  March  2016



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


